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琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第４号1996年11月

｢家族と教育」の病理に関する教育実践

一親による子どもの精神的外傷（殺害）を中心に－

藤原幸男＊

(1996年９月30曰受理）

近年，家族のなかで行われている教育行為の反教育的機能に関心が寄せられている。親の期待や

愛情という名のもとで強制的方向づけがなされ，子どもは親の愛情や期待に応えようと懸命に努力し

た結果，他者との人間関係の取り方に歪みが生じたり，期待に応えきれない自分を責め，親と子の密

着的共依存が生じてきたりする。私は大学の授業で，この問題を山岸涼子の漫画作品（「天人唐草」

｢鬼子母神」）の検討をとおして考えさせようとした。以下は，その実践報告である。

研究法Ⅱ」の授業でとりあげた。教材としては

漫画を考えた。漫画は，その時代の雰囲気を鋭

敏に感じ取り，そのなかでその時代の雰囲気を

呼吸して育った作家の思いを生き生きと表現し

ていることが多い。漫画はメディアとして学生

になじみがあり，感情移入しやすく，共体験し

やすいという利点がある。「家族と教育」の病

理については，少女漫画で取り上げられている。

授業では，漫画界では萩尾望都・大島弓子・竹

宮恵子らとともに「花の昭和24年組」として知

られる山岸涼子の作品をとりあげた。山岸涼子

の作品には「家族と教育」の病理の問題を取り

上げた作品が多くあり，しかも心理描写が細か

く，この問題を掘り下げるのに適切だと考えた。

授業では毎回３名グループで作品分析を担当・

発表し，その発表をもとに全体で検討した。６

回にわたる授業の終了後，「親子・兄弟(姉妹)・

家族を考える－山岸涼子を手がかりとして－」

というテーマでレポートを課した。授業では，

親子関係における精神的外傷（殺害）の問題だ

けでなく，性的虐待や，姉妹における嫉妬の問

題，さらには老いと生の問題（これだけは大島

はじめに

家族のなかで人は育つ。だが，家族のなかで

人が病むことも事実として認めなければならな

い。家族が病むことによって，その成員にさま

ざまな歪みをおこす。家族はミクロポリティッ

クスの渦のなかにまき込まれている。そこには

さまざまな支配・被支配の欲求が渦巻いていて，

支配・被支配が教育の名のもとに正当化されて

いる。支配・被支配の欲求が浄化・克服されな

いと，精神的外傷（殺害）がひきおこされ，の

ちの成長・発達に大きな影響を及ぼしてしまう。

家族の成員は母親と父親，親子，兄弟などの役

割を演技し，かくあるべきという幻想にこだわっ

て他者と関係をとりもつ。この役割演技・他者

との関係の病理は，本人の無意識レベル・身体

的レベルにおいて表出する。近年，家族のあり

方を検討しようとする動きが強まっているなか

で，このようなことを意識しながら，「家族と

教育」の病理について大学の授業で実践してみ

たので，報告する。

上記の「家族と教育」の病理について，１年

次学生を対象とした1995年度後期前半の「教育
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弓子の作品「８月に生まれる子供」）も扱った

が，ここでは都合により，親子関係を扱った作

品にしぼって報告する。

母の死を機会に職を辞め，他人に会うことか

ら免れるという気楽さが彼女を安心させた。自

己犠牲を払わないですむ依頼心と甘えから，い

くどかの見合いも失敗。父に『おとなしすぎる』

と今更言われても，どうしていいかわからない

響子。そのことばが彼女をまた悩ませた。

そんな折，父の突然の死から愛人の女が現れ

る。娘にはこうあってはならないと言い含めな

がら，父が望んだ女はそれと正反対のものであっ

た。響子は女としての姿を見失う。うちひしが

れる彼女の前に現れた落とし穴を境に，彼女は

ついに発狂してしまう。」

およそ上記のような物語である。この物語に

ついて，中島らも|ま，「解説」において次のよ

うに述べている。（『天人唐草』文春文庫ビジュ

アル版，247～248頁）

「この本のテーマは『迷い子』である。……

生きるというその路上において，たった一人で

ぽつんと立ちつくしている子どもたちがここに

は描かれている。／『天人唐草』の主人公響子

も迷い子の一人だ。この子は生きるのがへ夕だ，

と自信喪失を重ねながら育っていく。しかし実

はそれは彼女の錯覚に過ぎないのだ。響孑の父

親は父権制社会の亡霊を背負って立ったような

男で，戦前のモラルや価値観が紋付ハカマを着

た，といった存在だ。そんな古風な父親に，響

子は何かとほめられ可愛がってもらおうとする。

そのことごとくが裏目に出る。“イヌフグリっ

て何？，,と無邪気に尋ねる響子に帰ってくるの

は，『女の子がそんな言葉を口にするもんじゃ

ない』という父親の怒声だ。／この構図の下で

は子どもは生きにくい。育ちづらい。はたして

彼女は父親のいう『失敗』を重ね，自信喪失し，

内閉していく。そのせいでまた『失敗』を繰り

返してしまう。彼女は学校でも社会でも，ネジ

のこわれた人形のように，カタカタ妙な動きで

しか生きていけない。そんな響子が発狂に至る

までの，精神的外傷で綴られた自叙伝が『天人

唐草』だ。」

（２）授業での検討

「天人唐草」について，授業では担当学生の

１「天人唐草」－父親による娘の精神的

外傷（殺害）－

（１）作品について

この作品は山岸涼子『天人唐草』（文春文庫

ビジュアル版，1994年）に収録されている。父

親による娘の精神的外傷（殺害）を主題とした

傑作だ。あらすじは，次のようなものである。

以下の作品紹介は，担当した学生たちのまとめた

｢あらすじ」に若干の修正を加えたものである。

「岡村響子の家庭は両親が厳格な教育を子ど

もにしつけており，特に女の子，女性としての

礼儀作法のしつけには失敗を許さないほどであっ

た。父は古武士風の気難しさをもっていた。少々

けむったさを感じながらも，響子は周りから

『権威ある父親』と評価される父を誇りに思っ

ていた。そんな父からたしなめられることが，

彼女にとって最もこたえることでもあった。

また，性に関しては時代遅れなほど厳しく，

中学のとき響子が初恋の人に手紙を出したという

行為さえも，父は『つつしみのない女性」，『ま

せている子ども」と言って彼女を批判した。そう

言われることで,彼女の初恋の気持ちはただの罪

悪感へと変わっていった。こうして，男性に対す

る自然な感情は彼女の心のなかでブレーキがかけ

られ，後ろへ追いやられていくこととなった。

高校にはいってからは，男性に対する自然な

感情は退行する一方だった。自然と彼女は他人

とコンタクトをとる煩わしさよりも無関心を装

う道を選ぶようになっていった。

就職したあと，響子は女としてあるべき理想

像を描くようになり，いつしか従l頂であること，

でしゃばらないこと，それが女性の美徳だと信

じ込むようになっていた。なんでもうまくやれ

るすばらしい女だと見てもらいたいとする彼女

の態度が潜在的に他人評価を意識する結果とな

り，『見えっばり』という評価を下されること

で，自分の存在意味を意識しはじめる。
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発表をもとに次のようなことを討論した。

・響子の父親像は？－「けむったいけど，

尊敬し誇りをもっている」父親で，「嫌われた

くない」が，失敗を繰り返すたびに「やすらげ

ない」存在となり，自分の一挙一動を気にして

ぎこちなくなる。

・父親が響子に求めたものは？－父親には

男尊女卑の考え方があり，男に対して御頂であっ

て，自分の意見を持たないことを求めている。

家庭外の他者に対する面子があり，「自分に泥

をぬってほしくない」という気持ちがある。

・何が響子の人格形成に影響を与えたか？－

－自分の気持ちを抑圧すること，自分のなかに

あるものを否定し，自信を喪失したこと

。この家庭はどうすべきだったか一子ども

の声に耳を傾けること

・言動の不一致による精神的外傷一「こん

な女はダメ」といいながら「そんな女を愛人に

選ぶ」父親だとわかって，自分のアイデンティ

ティーを喪失してしまった。

・響子のような人が身近にいたら？－いっ

たい何ができるだろうか。

（３）レポートより

「私は，この作品を読んで，響子は，父親に

対して恐怖感を持っていて，父親を信頼しなけ

ればならない，または，父親の望んでいるよう

な女の子にならなくてはいけない，などと思い

込んでいるのではないだろうかと感じた。しか

し，なぜ響子は，そこまで父親を，絶対的存在

だと考えているのだろうか。私は，このことに

は母親の態度も関係しているのではないだろう

かと思う。ここで私が言っている母親の態度と

は，響子の前で見せる父親に対しての態度であ

る。この母親もやはり，父親が響子に対して求

めている『女らしい」女性に分類されるのでは

ないだろうか。もしも，母親がもっと活発な性

格の人だったら，響子の性格も変わっていたか

もしれないと思った。しかし，結局，父親が自

分の考えをあまりにも押しつけ過ぎたことが，

響子の性格形成に最も強い影響を与えたのだと

思う。」（Ｎ・Ａ）

「彼女は父親に認められたいがために，彼の

言葉をそのまま飲み込み，自分自身の人格を確

立することができなかったのではないか。親の

言うことを聞くことは大事かもしれないが，もっ

とたくさんの人からの意見を聞き，それを自分

のなかで消化するべきではなかっただろうか。

父親からだけでなく，他のいろんな方角からの

考え方をとりいれた上で，自分自身の女性像や

人格を形成していく自分づくりが必要であった

ように思われる。」（Ｕ・Ｓ）

「『本当に恐ろしいのは，子に対する親のあ

からさまな迫害，虐待，冷遇などではなくて，

愛情，思いやり，献身といった名の迫害なので

ある。あからさまな迫害の場合は，子どもとし

ても親の迫害そのものはつらいものの，少なく

ともそれに対する不満と敵意は自由に表現でき，

人格の統一性は保持できる。しかし，愛という

名の迫害に会った子どもは，迫害される苦しみ

は同じように味わわされていながら，その上に，

その迫害を迫害と感じることを禁じられ，それ

に対する不満と敵意を抑圧することを強いられ，

さらにそれを抑圧したという事実をも抑圧する

ことを強いられ，本当は感じているはずもない

感謝と愛情を，しかも心から親に捧げることを

強いられる。その結果，子どもの心は十重二十

重の無理と欺臓にがんじがらめになり，人格の

統一性は確立されず，のちの神経症，精神病の

素地をつくることになる。まさに恐るべきは，

非常に子どもを愛し，教育熱心で，自分ほど子

どものためを思っている親はいないと信じて疑

わない親である。』（シャッツマン著，岸田秀

訳『魂の殺害者』における岸田秀「あとがき」

より）と記されている部分があった。まさにそ

の通りである。『天人唐草』と、塊の殺害者』の

両パターンにあてはまるといえるだろう。そして，

シュレーバーの家庭においては，その兄もまた発

狂し，自殺をしたそうである。」（Ｇ・Ｍ）

２「鬼子母神」－母親による息子の精神

的外傷（殺害）－

（１）作品について
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この作品は，山岸涼子『黒鳥』（白泉社，１９９５

年）に収録されている。母親による息子の精神

的殺害という主題を扱い，生き生きと描いてい

る作品である。この作品では，娘の扱いとの対

比において，息子の扱いが描かれていて，扱い

方のちがいをとおして，問題が鮮明に見えてく

るという点でわかりやすさをもっている。また，

父親に期待できなくなったことから，母親の期

待が上昇し，際限なくなるとともに，その期待

に応えきれなくなったときの息子の心情と行動

が明瞭に描かれていて，教材としての良さを秘

めている。

「あらすじ」は次のとおりである。

「ある家庭で双子が生まれた。父親は妻に子

どもの世話を全てまかせ，家庭を顧みようとし

なかった。そんな夫に失望し，母親は兄に大き

な期待をもっていた。

兄は，母親と一緒に受験という戦場を戦い，

見事に志望校に合格する。一方妹の瑞季ば，女

の子らしくしなさいと言う母親の後ろ姿に怖い

菩薩さまの顔を見るようになった。

しかし高校の勉強についていけなくなった兄

は，登校拒否をおこした。妹は特別に勉強がで

きるというわけではないが，学校の友だちに人

気があった。

そして王子として生まれた兄は，王子でいら

れなくなり，ひどく酒を飲むようになる。それ

でも母は一生懸命に尽くし，兄は母から離れら

れず，いまだ期待に応えようとして互いに依存

しあっていた。」

（２）授業での検討

・兄の流す汗が意味するものは何か－無理

に期待に応えようとしていることを現している。

汗が溢れたのは，うまくいかなくなって兄が暴

れたときである。母の期待に対する兄の対応を

象徴的に示している。

・夫に失望した妻は，子どもに何を期待した

か－兄には，夫より出世してほしいという気

持ちがあり，良い高校，良い大学へ，さらには

一流会社へという期待がある。妹には，女らし

く，という伝統的な女性観に立っていて，あま

り期待していなかった。

・母親のもつ二つの顔に，どうして妹だけが

気づくことができたのか。一株は成績があま

りよくなく，早くから親の愛に飲み込まれてい

なかった。それだけに母親を相対化することが

できた。

（３）レポートより

「子どもにとって親に受け入れられないとい

うことは，ものすごく不安になることである。

２人の兄妹は潜在的に，母親はよくできる子ど

もしか見ないということを感じとっていたから，

それぞれの行動に差がでたのである。兄がいつ

までも王子様を演じようとするのは，そうしな

ければ見捨てられるのではないかという不安か

らであり，妹が目立ちたがりな性格になったの

は，その意識下に母親に振り向いてもらいたい

という思いがあったからである。その点で，岡

村響子と武田瑞季の兄の取った行動は似ている

と言えるだろう。」（Ｕ・Ｓ）

「私は，この作品を読んで，親離れ，子離れ

の重要性を改めて感じた。幼稚園から受験をさ

せる親が増えてきている現在，このような親子

が増加する恐れがあるのではないか。しかし，

この場合，いつまでも子どもが精神的に自立で

きないのは，やはり親の責任も大きく係わって

いると思う。親の期待が大きすぎて，その上過

保護だったために，自分一人で何かをすること

が怖いのではないだろうか。」（Ａ・Ｎ）

「親が嫌いな子どもなんて，本来存在するは

ずがない。子どもは，親に愛されたいと願って

いるし，親からの愛情を何よりも欲している。

そして，さまざまな経験をし，さまざまなもの

が見えてくるようになると，親への気持ちを抱

きつつ，他のものへも気持ちが移行していくの

だ。これが自立なのだ。このように芽生えてく

る子どものさまざまな気持ちを親は抑え込んで

しまってはいけない。子どもの新たに輝きはじ

める魂を殺してしまってはいけないのだ。」

（Ｈ・Ｍ①）

「人間は褒められること，すなわち自分の成

果を認めてもらうことで向上意欲が湧くもので
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ある。しかし，褒められることと，さらなる期

待をかけられることとは似ているようで非なる

ものだと私は受けとめる。なぜなら，褒めると

いう行為が，直接に今後の課題を指示していな

いがそれを通じて子ども自身の自己認識を深め

させ，何をすべきかを間接的に指示するという

効果につながる一方，期待をかけることは無言

のうちに強制しているようなもので，子どもを

プレッシャーの渦の中で生きていかせる結果と

なるからである。期待に応えられるうちは問題

にはならないが，応えれば応えるほど親の理想

は高く掲げられるようになり，しだいに子ども

は弱さを認められず負けることも許されずに心

の葛藤に苦しむのである。このような親子の関

係を見てくると，子に対する親のあからさまな

迫害，虐待とは違った，愛情や思いやりといっ

た名の迫害の恐ろしさを感じさせられる。愛と

いう名の迫害を受けている子どもは，迫害を迫

害と感じることを禁じられ，不満と敵意を抑圧

することを強いられ，精神的外傷に苦しめられ

ているのであり，これこそ魂の殺人に他ならな

いといえるのである。」（Ｈ・Ｍ②）

例も，そのような形で共に依存しあっているの

だということ，彼らも共依存の父親・母親に育

てられてきていて，生育史まで逆上る必要があ

るということを斎藤学は著書のなかで切々と述

べている｡'1)そのなかで，「アダルト・チルド

レン」の問題が浮かび上がってきている｡'２１外

国，とくにドイツでは，Ａ・ミラー、魂の殺人」

（新曜社，1983年。原著は1980年）などによっ

て「闇教育」の形で問題化されてきたが，わが

国では精神医学の分野で共依存として問題にさ

れ，克服のための実践も展開されてきている。

さらに，今年にはいって共同通信によるルポ

（「教育ルポ，大切な忘れもの－自立への助

走」）が新聞に連載されI８１，多くの成人が「ア

ダルト・チルドレン」に悩んでいることが明ら

かになった。そのなかで「賢治の学校」での鳥

山敏子の身体的実践が注目されている｡(4’この

ような文脈に位置づけてこの問題をとらえるこ

とが大切になろう。この問題を学生の自分史と

つなげながら，わがこととして深めさせていく

ことが課題となるように思われる。

また漫画において，「家族と教育」の病理の

問題は，山岸涼子以外にも，女性作家によって

取り上げられていることがわかった｡⑤それを

検討しながら，より適切な「教材開発」をすす

めることが今後の課題となる。

おわりに一共依存という問題一

学生のレポートを読むと主題をよくつかんで

いるといえる。その点では，一応の成果を得た

といってよい。ただ，作品の読み取りに力がいっ

てしまって理屈っぽくなり，共体験して山岸涼

子の世界を味わうという点が弱かった。このこ

とが反省点としてあげられる。

1995年度後期「教育研究法Ⅱ」の授業を終え

て，この問題は曰本の「家族と教育」において

奥の深い問題だということに気づいた。「アル

コール依存症」に端を発して「家族依存症」に

まで及ぶ斎藤学の一連の著書を読んで，この問

題の重要性に気づいた。威圧的に振る舞ったり，

暴力を振るうことによって家族内での存在を確

保しようとする父親，そういう父親に傷めつけ

られても離れずにいる母親は，実は共に依存し

あっているのだ，第二にあげた「鬼子母神」で

の，ダメな父親，息子に期待をかける母親の事
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